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第４期北九州市障害福祉計画の目標等の管理シート 
 

担当部局 保健福祉局 障害福祉部 

 

成果目標 （１）福祉施設の入所者の地域生活への移行 

 

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
） 

目標値 

○平成２９年度末までの目標値 

平成 25 年度末時点の施設

入所者 A 
１,４４１人  

Ⅰ 平成 29 年度末までに

地域生活に移行する 

人数 

１６０人以上 
平成 25年度末時点の 

施設入所者数 Aの 11.1%以上 

Ⅱ 平成 29 年度末までの

施設入所者の減員数 B 
５８人以上 

平成 25 年度末時点の施設入所

者数   Aの 4%以上 

平成 29 年度末時点の施設

入所者数 A－B 
１,３８３人以下  

【目標値の推計】 

・国の指針を参考に、本市の実情等考慮し、数値目標を設定 

 ①地域生活へ移行する人数については、本市における過去の実績で算出した数値に、

前計画で平成 26年度末までに達成されないと見込まれる数値を加えて設定 

 ②施設入所者の減員数については、本市における過去の実績を踏まえて設定 

 
○実施状況[各年度３月末時点] 

 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

Ⅰ 各年度末までに地域

生活に移行した人数 
４９人 人 人 

Ⅱ 各年度末までの施設

入所者の減員数 C 
１３人 人 人 

各年度末時点の施設 

入所者数 A－C 
１，４２８人 人 人 

 

【参考】第３期計画での実績 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 目標値 

（H２６） 

Ⅰ 各年度末までに

地域生活に移行し

た人数 

２５２人 ２６３人 ２８０人 ３３０人 

Ⅱ 各年度末までの

施設入所者の減員

数 B 

１５５人 １７９人 １２０人 １４８人 

各年度末時点の施設 

入所者数 A－B 
１,４６５人 １,４４１人 １,５００人 １,４２７人 
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計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
） 

活動指標

（内容） 

○活動指標等の一覧  

[見込：各年度の月平均、実績：各年度３月の月間利用実績] 

 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

施設入所支援 利用人数 
見込 1,413人 1,399人 1,383人 

実績 1,490人   

共同生活援助 利用人数 
見込 928人 1,004人 1,086人 

実績 1,040人   

短期入所 

サービス量 
見込 2,449人日 2,715人日 3,015人日 

実績 3,091人日   

利用人数 
見込 345人 372人 402人 

実績 460人   

相談支援 
（地域移行支援） 利用人数 

見込 24人 26人 30人 

実績 40人   

相談支援 
（地域定着支援） 利用人数 

見込 85人 92人 100人 

実績 59人   

生活介護 

サービス量 
見込 51,763人日 52,786人日 53,828人日 

実績 57,911人日   

利用人数 
見込 2,783人日 2,838人 2,894人 

実績 2,866人日   

就労移行支援 

サービス量 
見込 7,352人日 8,719人日 10,085人日 

実績 6,342人日   

利用人数 
見込 425人 504人 583人 

実績 370人   

就労継続支援 A型 

サービス量 
見込 17.922人日 20,440人日 23,868人日 

実績 17,695人日   

利用人数 
見込 882人 1,002人 1,170人 

実績 862人   

就労継続支援 B型 

サービス量 
見込 35,716人日 38,671人日 42,453人日 

実績 34,376人日   

利用人数 
見込 1,813人 1,963人 2,155人 

実績 1,915人   

自立訓練 

（機能訓練） 

サービス量 
見込 278人日 299人日 321人日 

実績 261人日   

利用人数 
見込 13人 14人 15人 

実績 13人   

自立訓練 

（生活訓練） 

サービス量 
見込 2,868人日 2,917人日 2,917人日 

実績 2,640人日   

利用人数 
見込 176人 179人 179人 

実績 167人   
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評
価
（
Ｃ
） 

→ 

改
善
（
Ａ
） 

Ｈ
２
７
年
度 

評価（Ｃ） 

【目標等を踏

まえた評価、改

善方策】 

平成 27年度末現在の地域生活に移行した人数は 49人（3.4%）、施設入

所者の減員数は 13人（0.9%）と目標値を下回っています。全国でも平成

27年度末現在で、それぞれ 3.3%、0.6%と目標値を下回っております。 

主な要因としては、障害支援区分の高い施設入所者が多い事や施設入所

者やその家族等の介護者の高齢化などが考えられます。 

今後も地域における受け皿づくりや相談支援体制の充実、ならびに訪

問・日中系サービスのより一層の充実を図ります。 

＜参考＞ 

①施設入所者の障害支援区分 

 北九州市 
H25年 8月末及び 
H28年 3月末時点 

厚生労働省 

H25年 8月時点 

区分 2以下   2.0% ⇒  1.0% 2.8% 

区分 3   8.4% ⇒  4.9% 9.6% 

区分 4 18.6% ⇒ 14.1% 21.2% 

区分 5 31.4% ⇒ 28.7% 28.1% 

区分 6 39.6% ⇒ 51.3% 38.3% 

②施設入所者の年齢階層別人数 

 北九州市 
H25年 8月末及び 
H28年 3月末時点 

厚生労働省 

H25年 8月時点 

40歳未満 27.5% ⇒ 22.3% 25.3% 

40歳以上～65歳未満 56.5% ⇒ 57.1% 56.8% 

65歳以上 16.0% ⇒ 20.6% 17.9% 

※H25年 8月：厚生労働省地域移行数値目標作成時 

協議会等意見 

【評価等に対

する意見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善（Ａ） 

【次年度にお

ける取組等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ
２
８
年
度 

評価（Ｃ）  

 

協議会等意見  

 

改善（Ａ）  

 

Ｈ
２
９
年
度 

評価（Ｃ）  

 

協議会等意見  

 

改善（Ａ）  

 

 


